
















要約:心身症的身体症状を持って児童精神科を受診する子どもの「身体症状」と「情緒と

行動の問題」との関連について、より詳細に検討することを目的としていくつかの調査を

行い、以下の五点が明らかとなった。(1)心身症的身体症状は思春期心性の葛藤と親和性

がより強い。(2)心身症的身体症状は「腹痛」と「頭痛」が最も多く見られる。(3)思春期

の心身症的身体症状の発現と自律神経機能の過敏性・不安定性とは密接な関係にある。(4)

身体症状そのものを主な問題とするものは少なく、不登校を受診の主な問題としたものが

大半を占めている。(5)心身症的身体症状の多くは、情緒や行動の問題の生じる直前のあ

るいはその発現時期のストレス状況や葛藤の高まりを表現する「サイン」と理解できる。


